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被嚢性腹膜硬化症
（EPS）の既往

被嚢性腹膜硬化症
（EPS）の既往

被嚢性腹膜硬化症
（EPS）の既往

糖尿病なし 糖尿病あり 合計 不明 記載なし 総計

なし 118,487 109,235 227,722 1,410 229,132

（％）（％）（％）  (52.0)  (48.0)  (100.0)

あり 剥離手術既往あり ステロイド使用歴あり 416 176 592 80 672

（％）（％）（％）  (70.3)  (29.7)  (100.0)

あり 剥離手術既往あり ステロイド使用歴なし 28 12 40 40

（％）（％）（％）  (70.0)  (30.0)  (100.0)

あり 剥離手術既往なし ステロイド使用歴あり 60 18 78 4 82

（％）（％）（％）  (76.9)  (23.1)  (100.0)

あり 剥離手術既往なし ステロイド使用歴なし 56 19 75 75

（％）（％）（％）  (74.7)  (25.3)  (100.0)

合計合計合計 119,047 109,460 228,507 1,494 230,001

（％）（％）（％）  (52.1)  (47.9)  (100.0)

不明不明不明 1,722 1,707 3,429 130 3,559

（％）（％）（％）  (50.2)  (49.8)  (100.0)

記載なし記載なし記載なし 5,006 38,835 43,841 41,708 85,549

（％）（％）（％）  (11.4)  (88.6)  (100.0)

総計総計総計 125,775 150,002 275,777 43,332 319,109

（％）（％）（％）  (45.6)  (54.4)  (100.0)

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
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